
１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（島根２号機 設

計及び工事計画）【５８】 

２．日 時：令和４年１月１９日 １０時００分～１２時００分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※・・・ＴＶ会議システムによる出席） 

  原子力規制庁： 

   新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官、宇田川安全審査官、大野安全審査官、服部(靖)安

全審査専門職、堀野技術参与、山浦技術参与 

 

事業者： 

中国電力株式会社 

電源事業本部 担当部長（原子力管理） 他１０名※ 

中部電力株式会社 

    原子力本部 原子力部 設備設計グループ 主任※ 

   電源開発株式会社 

    原子力技術部 設備技術室 担当※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

  ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

   発言者による確認はしていません。 

 

６．配付資料 

・なし 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:02 島根 2 号機設工認のヒアリングを開始したいと思います。では本日の説明に

ついて中国電力から資料の説明をお願いいたします。 

0:00:16 はい中国電力のクラマスです。本日のヒアリングでは、原子炉本体と原子炉建

物の連成解析についてご説明をいたします。資料としましては、2 点。 

0:00:27 1 月 3 日にご提出しております。 

0:00:30 1 点目が、ＮＳⅡ．2 の 002－01Ａ炉心原子炉圧力容器及び原子炉内部構造

物並びに原子炉本体基礎の地震応答計算書。 

0:00:40 です。もう 1 点がその関連の補足説明資料でございまして資料番号が、この

027－02 となります。資料としては、以上 2 点です。 

0:00:53 はい。わかりました。では、説明よろしくお願いします。 

0:00:59 はい。中国電力のクラマスです。説明に先立ちまして、ちょっとまず冒頭私から

ちょっとご説明さしていだきたい時時点 5 事項ありますのでお話しさせていた

だきます。 

0:01:10 本日のヒアリング内容に関連する、 

0:01:14 設置許可審査の審査会合等からの申し送り事項というのが、何点かございま

す。 

0:01:20 その中で、一部、本日のヒアリング資料の中では反映できていないものがござ

いますので、ちょっとその点は、冒頭、ご説明させていただきます。 

0:01:30 申し送り事項のうち、 

0:01:33 原子炉圧力容器スタビライザのばね定数について、企業の知見試験等との比

較での妥当性確認をお示しするということがございますが、こちらについて、 

0:01:45 と、あとあともう 1 点、今回ばね定数を機構人から変更しているものに対して、 

0:01:52 応答解析におけるこういう時ですとか応答の比較等の考察を行っているという

ところがございますけれどもその中の一部、床応答スペクトルＮＳ方向で、 

0:02:03 影響検討ケースよりも今回工認モデルの方が応答大きくなっている辺りの分

析考察を示しするというところ。以上の 2 点について、ちょっとまだ現状では、

検討、分析を行っているところというところでございますのでちょっと本日の、 

0:02:19 資料には反映できておりませんということもちょっと冒頭申し上げさせていただ

きます。 

0:02:24 はい。それでは中身の説明は担当者から行いますのでよろしくお願いします。 

0:02:31 はい中国電力のミヨカワです。 

0:02:33 まず、工認添付のＮＳ2.200201 をご覧ください。 

0:02:40 1 ページをお願いします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:02:44 1 ポツ概要に記載の通り、本資料は大型機器系の地震応答解析について説

明するものであり、 

0:02:51 本解析の結果に基づき、建物構築物及び機器配管系の設計用荷重を設定し

ております。 

0:02:59 10 ページをお願いします。 

0:03:06 10 ページから 12 ページにかけて、本解析に用いる各方向の、 

0:03:11 原子炉本体地震応答解析モデルをお示ししております。 

0:03:16 解析モデルの設定において、既工認からの変更等のポイントとなるところは、

後程補足説明資料にてご説明いたします。 

0:03:26 34 ページをお願いいたします。 

0:03:34 3 ポツ、4 ポツ 3 の材料物性の不確かさの、 

0:03:38 表 3－29 に記載の通り、 

0:03:42 本解析では、材料物性の不確かさとして、地盤物性＋σ及び－σのケースを

考慮しております。 

0:03:53 そこで、材料物性の不確かさを考慮したケースを含めた解析ケースの詳細に

ついて補足説明資料にて補足いたしますので、 

0:04:02 補足説明資料の 10 ページをお願いいたします。 

0:04:12 設計用地震荷重の設定に考慮する入力地震動については、表 2－2 に示す

通り、すべての弾性設計を地震動ＳＤ及び基準地震動Ｓｓを用いております。 

0:04:27 また、図の 2－1 に示す通り、設計用荷重は、基本ケースと不確かさケースを

包絡して設定しております。 

0:04:36 図の 2－1 の考え方に基づき設定した設計用荷重として、 

0:04:41 11 ページから 23 ページに、ＳＤの設計用荷重、 

0:04:46 24 ページから 36 ページに、Ｓｓの設計用荷重を示しております。 

0:04:53 このように算定した設計用荷重を、工認添付の、 

0:04:58 303 ページ以降に記載しております。 

0:05:02 続きまして、 

0:05:03 地震応答解析モデルの設定について、補足説明資料で説明いたしますので、 

0:05:09 補足説明資料の 37 ページをお願いいたします。 

0:05:20 本資料では、水平方向及び鉛直方向の連成解析モデルについて、設定内容

の詳細及び妥当性を示します。 

0:05:31 今回工認の地震応答解析モデルは、既工認のモデルを適用することを基本と

しておりますが、一部変更及び追加を行っております。 

0:05:42 以降は、変更及び追加を行っている項目を中心にご説明いたします。 

0:05:48 39 ページをお願いいたします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:05:54 1 ポツ、概要の第 3 段落に変更及び追加点について示しております。 

0:06:01 水平方向については、2 点変更を行っております。 

0:06:06 1 点目は、 

0:06:07 精緻に地震応答解析を実施する観点から、 

0:06:11 地震応答解析への影響が比較的大きく、 

0:06:15 先行プラントにて成二にばね定数を算定した実績のある原子炉格納容器スタ

ビライザ及び原子炉圧力容器スタビライザのばね定数算定方法を変更してお

ります。 

0:06:30 2 点目は、既工認のように、設計進捗に応じたモデルの使い分けの必要がな

いこと、及び実機に合わせて、構造物をモデル化できることから、 

0:06:40 原子炉格納容器、原子炉圧力容器も出ると。 

0:06:44 原子炉圧力容器、炉内構造物モデルを統合し、 

0:06:50 原子炉格納容器、原子炉圧力容器、 

0:06:53 炉内構造物モデルに変更しております。 

0:06:57 鉛直方向については、 

0:06:59 鉛直方向応答を適切に評価する観点から、 

0:07:03 鉛直方向地震応答解析モデルを追加しております。 

0:07:07 続いて、43 ページをお願いいたします。 

0:07:12 43 ページより、 

0:07:14 水平方向解析モデルの設定方法についてご説明いたします。 

0:07:20 2 ポツ 1 にて、工認同様の水平方向地震応答解析モデルの設定方法につい

て示しております。 

0:07:31 続いて、67 ページをお願いいたします。 

0:07:39 67 ページより、水平方向。 

0:07:42 解析モデルの既工認からの設定変更内容についてご説明いたします。 

0:07:48 まず、2 ポツ 2 ポツ 1 ポツ 1 にて、水平方向地震応答解析モデルの統合につ

いてご説明いたします。 

0:07:58 モデルの変更内容の概要は、68 ページをご覧ください。 

0:08:06 水平方向の原子炉本体地震応答解析モデルについて、 

0:08:11 既工認では、 

0:08:12 建設工程の関係上、 

0:08:14 原子炉格納容器、原子炉圧力動きモデル以下、ＰＣＶＲＰＶモデルと保証しま

す。 

0:08:22 ＰＣＶＲＰＶモデルと、原子炉圧力容器、炉内構造物モデル、以下ＲＰＶ輪モデ

ルと向上します。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:08:29 この 2 種類のモデルを用いておりました。 

0:08:33 しかし、今回工認では、既工認のように、線形進捗に応じたモデルの使い分け

の必要がないこと。 

0:08:40 及び実機に合わせて、構造体をモデルができることから、 

0:08:43 ＲＰＶピンモデルに、 

0:08:45 原子炉格納容器を追加した。 

0:08:48 原子炉格納容器、原子炉圧力容器、炉内構造物モデル。 

0:08:53 以下ＰＣＶＲＰＶピンモデルと保証します。 

0:08:57 水平方向の原子炉、 

0:09:00 本体地震応答解析モデルとします。 

0:09:03 今回工認で用いるＰＣＶ、ＲＰＶピンモデルの出典 1 出展質量断面剛性は、 

0:09:11 既工認のモデル諸元を適用することを基本とするため、 

0:09:16 既工認の、ＰＣＶＲＰＶモデル。 

0:09:19 及び、ＲＰＶ輪モデルと同等となります。 

0:09:23 そのため、ＰＣＶＲＰＶＤモデルを採用することによる地震応答への影響は十分

小さいと考えられます。 

0:09:33 102 ページをお願いします。 

0:09:44 ＰＣＶ、ＲＰＶ輪モデルを採用することの妥当性確認を目的として、 

0:09:50 影響検討モデルと今回工認モデルの固有値解析及び地震応答解析の比較結

果をご説明します。 

0:09:59 102 ページから 115 ページに固有値解析結果を示します。 

0:10:05 固有周期と刺激関数図より、水平方向地震応答解析モデルの統合による固

有周期の変動は最大 4％と小さく、 

0:10:15 刺激関数図からも連系計上が概ね一致していることが確認されております。 

0:10:22 116 ページから 117 ページに、地震応答解析結果を示します。 

0:10:28 地震応答解析結果から、各部位の荷重が概ね一致していることがわかりま

す。 

0:10:34 従って、ＰＣＶＲＰＶモデルをＰＣＶ、ＲＰＶピンモデルに変更したことによる地震

応答への影響は軽微であることが確認されました。 

0:10:45 ページ戻りますが、69 ページをお願いいたします。 

0:10:53 69 ページより、水平方向解析モデルの既工認からの設定変更として、構造物

間ばね定数の算定方法の変更内容についてご説明いたします。 

0:11:06 今回工認では、精緻に地震応答解析を実施する観点から、 

0:11:10 地震応答解析への影響が比較的大きく、 

0:11:14 先行プラントにて政治にばね定数を算定した実績のある。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:11:18 原子炉格納容器スタビライザー。 

0:11:20 及び原子炉圧力容器スタビライザーのばね定数算定方法を変更しておりま

す。 

0:11:27 72 ページをお願いします。 

0:11:33 容器スタビライザーの既工認からの変更点としては、 

0:11:38 既工認では、原子炉格納容器スタビライザーの剛性に最も大きく寄与するパ

イプをモデル化対象として、一対のトラスの荷重変位関係により、 

0:11:49 ばね定数を算定しておりました。 

0:11:52 今回工認では、とりあえずであるがセットプレート及び内側シェアラグについて

もモデル化対象に含め、 

0:12:00 最新の、 

0:12:02 許認可手法に合わせて全体モデルによるＦＥＭ解析を適用し、 

0:12:07 より実現象に即した、ばね定数を算定いたしました。 

0:12:13 この容器スタビライザーばね定数の材料物性は、ＪＡＳＭＩＮＥの 20207 年度版

を適用し、 

0:12:20 温度条件は、通常運転温度 57 度を適用しております。 

0:12:26 全体系モデルによるＦＥＭ解析手法は、先行プラントのばね定数算定にて適

用実績があるものとなります。 

0:12:36 79 ページをお願いします。 

0:12:44 既工認と比べて、今回工認ＦＥＭ解析のばね定数が低下した要因の工作家考

察結果をご説明します。 

0:12:54 要因の考察を目的として、部材の剛性の考慮の有無や、結合方法等を変更し

た参考モデルを用いて、ばね定数を算定いたしました。 

0:13:05 80 ページをお願いいたします。 

0:13:10 80 ページに示す検討結果として、より精緻にモデル化することで、ばね定数が

小さくなることが確認されました。 

0:13:19 格納容器スタビライザの今回工認モデルには、パイプの曲げ及びせん断高税

がセットプレート及び内側シェアラグの剛性と隣り合うパイプからの荷重も考慮

されており、 

0:13:31 実現象をより精緻に模擬したモデルとなっております。 

0:13:36 また、 

0:13:37 既工認のばね定数から低下することは、考察結果より、 

0:13:42 モデルの変更内容と整合しており、今回工認におけるばね定数は妥当である

と考えられます。 

0:13:50 84 ページをお願いします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:13:56 原子炉圧力容器スタビライザーの既工認からの変更点としては、 

0:14:01 既工認では、原子炉圧力容器スタビライザの剛性に大きく寄与するロッドサラ

サラばねのみ、剛性を考慮しておりましたが、 

0:14:10 今回工認では、最新の許認可手法に合わせて、ガンマ線遮へい機ブラケット。 

0:14:17 スリーブ等の剛性を追加で考慮し、 

0:14:20 より実現象に即した、ばね定数を算定しております。 

0:14:24 なお、 

0:14:25 原子炉圧力容器スタビライザバネ定数算定にあたり、縦弾性係数はＪＡＳＭＩＮ

Ｅ20207 年版温度条件は、原子炉圧力容器スタビライザー最高使用温度 302

度を用いております。 

0:14:39 適用規格と温度条件につきましては、設置変更許可申請時にコメントいただい

た内容を資料に反映したものとなります。 

0:14:47 また、今回適用するばね定数算定方法は、 

0:14:51 先行プラントの新規制工認にて適用実績がございます。 

0:14:57 95 ページをお願いします。 

0:15:03 原子炉圧力容器スタビライザは、 

0:15:06 工認と比べて、今回工認のばね定数が小さくなっていますが、 

0:15:11 今回工認では、エアセットよーくスリーブ、 

0:15:15 ロックナット、わしゃガンマ線遮へい機ブラケット主務の剛性を考慮しており、 

0:15:21 直列バネー成分が増えたことにより、全体のばね定数が低下したことが要因

であると考えられることから、 

0:15:28 算定方法の、 

0:15:29 変更内容と整合しております。 

0:15:32 従って、今回工認におけるばね定数は妥当であると考えます。 

0:15:38 118 ページをお願いします。 

0:15:47 構造物間ばね定数の算定方法の変更。 

0:15:51 による妥当性確認を目的として、 

0:15:54 影響検討モデルと今回工認モデルの固有値解析及び地震応答解析の比較結

果をご説明します。 

0:16:03 119 ページから 139 ページに固有値解析結果を示しております。 

0:16:10 固有値解析結果より、今回工認モデルは、影響検討モデルに対し、 

0:16:15 原子炉圧力容器の応答が卓越する振動モードで、 

0:16:19 保有周期が、 

0:16:21 長くなりますが、 

0:16:22 その他の振動モードの固有周期の変動は小さいこと。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:16:27 また、刺激関数図より、 

0:16:29 両モデルの刺激関数が概ね一致することが確認できております。 

0:16:36 141 ページから、 

0:16:38 140 ページから 141 ページに、地震応答解析結果を示しております。 

0:16:44 地震応答解析結果より、 

0:16:47 原子炉格納容器スタビライザー及び、 

0:16:50 原子炉圧力容器スタビライザのばね定数を変更したことにより、 

0:16:56 原子炉格納容器スタビライザー。 

0:16:58 原子炉圧力容器スタビライザ及びシアラグの荷重が比較的大きく変動しており

ます。 

0:17:06 この要因としては、 

0:17:08 原子炉格納容器スタビライザー及び原子炉圧力容器スタビライザーのばね定

数が低下したことにより、 

0:17:15 これらが分担する荷重が小さくなったと考えられます。 

0:17:21 以上の考察より、 

0:17:23 ばね定数の変更に対して妥当な結果がえられていると考えられます。 

0:17:29 145 ページをお願いします。 

0:17:35 145 ページより、鉛直方向地震応答解析モデルに関して、 

0:17:40 今回工認での設定内容についてご説明します。 

0:17:45 今回工認では、鉛直方向応答を適切に評価する観点で、水平方向地震応答

解析モデルとは別に、鉛直方向地震応答解析モデルを追加しております。 

0:17:58 鉛直方向地震応答解析モデルについては、 

0:18:01 鉛直方向の各応力質、評価点における軸力を算定するため、 

0:18:07 水平方向のＰＣＶ、ＲＰＶピンモデルをベースに、 

0:18:12 鉛直方向地震応答解析モデルを設定しております。 

0:18:17 146 ページをお願いします。 

0:18:21 鉛直方向地震応答解析モデルは、水平方向地震応答解析モデルとの整合を

図ることを基本とし、 

0:18:28 上下方向の自由度のみを有する集中質量必然と軸圧縮引っ張りバネで構成

されております。 

0:18:36 148 ページをお願いします。 

0:18:39 ここで、水平方向地震応答解析モデルで、バネとして考慮している設備は、 

0:18:45 表 3－2 の－1 に示す理由により、 

0:18:48 鉛直方向の振動特性には影響を与えないことから、 

0:18:52 鉛直方向地震応答解析モデルでは、ばねとしてモデル化しておりません。 
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0:18:58 149、152、153 ページに、実践 1 質点質量、ばね定数の算定方法を示します。 

0:19:06 154 ページをお願いします。 

0:19:10 154 ページより、嗅覚分を考慮したばね定数に関する影響検討についてご説

明します。 

0:19:17 今回工認の鉛直方向地震応答解析モデルにおける原子炉格納容器。 

0:19:23 原子炉圧力容器下部鏡板及びシュラウドヘッドについて、 

0:19:27 実機は嗅覚形状であるものの、 

0:19:30 円筒形構造の考え方を準用して、ばね定数を算定しております。 

0:19:36 そこで、原子炉格納容器、原子炉圧力容器下鏡及びシュラウドヘッドの嗅覚分

について、 

0:19:42 実際の形状を考慮したばね定数を設定した場合の地震応答を算定し、 

0:19:47 設備評価へ及ぼす影響を確認いたしました。 

0:19:51 154 ページから 158 ページに、中核分を考慮したばね定数の設定方法を示し

ます。 

0:19:59 159 ページをお願いします。 

0:20:04 159 ページに、旧家株を考慮したばね定数の算定結果を示します。 

0:20:11 計画を考慮することで、ばね定数が低下する傾向となっております。 

0:20:17 160 ページをお願いします。 

0:20:22 原子炉格納容器、原子炉圧力容器及び炉心シュラウドの振動モードが卓越す

る振動モードの固有周期を 160 ページに、 

0:20:32 その振動モード図を 161 ページから 163 ページに示します。 

0:20:38 ばね定数の設定の方法の違いによる固有周期の差異は 0.003 秒程度であ

り、振動性状に与える影響は小さいことが確認されました。 

0:20:49 164 ページをお願いします。 

0:20:53 164 ページより、嗅覚を考慮した場合の影響検討モデルと今回購入モデルの

地震応答解析結果比較を示します。 

0:21:03 今回承認モデルと鉛直方向影響検討モデルに対して、設備評価に支配的な

基準地震動Ｓｓ－Ｄを入力する地震応答解析を実施いたしました。 

0:21:16 そこの応答分布の、 

0:21:18 比較図を 165 ページから 168 ページに、 

0:21:22 軸力の応答分布、 

0:21:24 の比較図を 169 ページから 172 ページに、 

0:21:29 床応答スペクトルの比較図、減衰定数 2％を 173 ページから 191 ページに示

しております。 
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0:21:38 原子炉格納容器では、全体的に鉛直方向、エンキョウ影響検討モデルで、よ

り大きな加速度及び軸力が獲られており、 

0:21:46 最上部では 25％程度増加しております。 

0:21:51 また、床応答スペクトルについては、保有周期によっては最大で 30％程度増

加しております。 

0:22:01 原子炉圧力容器では、全体的に鉛直方向、エンキョウ検討モデルで、より大き

な加速度及び軸力がえられておりますが、増分は最大で 4％程度となります。 

0:22:12 また、応答スペクトルの増分は 10％以下であり、影響は小さいことが確認され

ております。 

0:22:20 原子炉圧力容器下部鏡板では、加速度及び軸力が鉛直方向影響検討モデル

で最大 5％増加。 

0:22:30 床応答スペクトルは、こういう周期によっては最大 10％程度増加しておりま

す。 

0:22:36 炉内構造物系について気水分離器、スタンドパイプシュラウドヘッド及び炉心

平戸上部胴では、全体的に鉛直方向影響検討モデルで、より小さな 

0:22:48 加速度及び軸力が獲られています。 

0:22:51 また、上部格子版及び炉心支持地盤の床応答スペクトルについて、固有周期

によっては増加している箇所がありますが、増分は 10％以下であり、影響は

小さいと言えます。 

0:23:02 193 ページをお願いします。 

0:23:08 193 ページより、嗅覚分を考慮した場合の設備への影響確認結果をご説明し

ます。 

0:23:15 今回工認モデルに対する鉛直方向影響検討モデルの応答の増加率は、 

0:23:21 原子炉格納容器で比較的大きくなっております。 

0:23:25 ここでは、比較的大きな影響が確認された原子炉格納容器上部について影響

評価を実施いたしました。 

0:23:33 最大応答加速度及び軸力においては、 

0:23:36 原子炉格納容器上部で、今回工認モデルに対する鉛直方向影響検討モデル

の応答の増加率が 20％以上となっております。 

0:23:46 当該部位の音を耐震評価に使用する設備を代表として、 

0:23:50 Ｄ／Ｗに対する影響検討を実施いたしました。 

0:23:54 今回工認モデルに対する鉛直方向影響検討モデルの応答の増加率が 20％

以上となっている質点。 

0:24:01 29 番から 33 番の最大応答加速度及び軸力を適用する位置にある応力評価

点Ｐ湾からＰⅢについての、 
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0:24:12 耐震評価結果を表 3 ポツ 3 ポツ、4 ポツ 1－1 に示します。 

0:24:17 応力評価点Ｐ盤からＰⅢについては、最小裕度でも 1.6 以上となっており、 

0:24:23 今回工認モデルに対する鉛直方向影響検討モデルの最大比率である 1.25 と

比較しても、十分に大きな裕度を有していることから、 

0:24:33 Ｄ／Ｗの耐震性の影響はないことを確認いたしました。 

0:24:37 194 ページをお願いします。 

0:24:40 原子炉格納容器の鉛直方向の床応答スペクトルを使用して、耐震評価を行う

設備のうち、 

0:24:47 制御棒駆動機構、搬出ハッチ、所員用エアロック及び電気配線貫通部に対す

る影響検討を実施いたしました。 

0:24:55 各設備の鉛直方向固有周期における床応答スペクトルの応答倍率と耐震評

価に用いる鉛直方向振動を比較したものを、表 3 ポツ 3 ポツ、4 ポツ 2－1 に

示します。 

0:25:09 各設備の鉛直方向固有周期における応答倍率は最大でも 1.04 であり、影響

は軽微と言えます。 

0:25:17 今回工認における制御棒駆動機構搬出ハッチ社員用やロック及び電気配線

貫通部の耐震評価は、余裕を持たせた震度を用いて評価を実施しており、 

0:25:28 その余裕は応答倍率を上回っております。 

0:25:31 以上より、 

0:25:33 制御棒駆動機構搬出ハッチ、所員用エアロック及び電気配線貫通部は鉛直方

向影響検討モデルを考慮した場合でも、耐震評価への影響がないことを確認

いたしました。 

0:25:45 196 ページをお願いします。 

0:25:50 建物と機器の相互作用を考慮した地震応答解析モデルに関わる妥当性確認

についてご説明します。 

0:25:58 原子炉本体地震応答解析モデルにおいて考慮する機器の質量は、 

0:26:03 原子炉建物地震応答解析モデルにおいては、一次遮へい平均の出典質量と

して考慮しております。 

0:26:09 従って、原子炉、 

0:26:11 建物、 

0:26:12 地震応答解析モデルの固有値及び地震応答に対して、 

0:26:17 原子炉本体、地震応答解析モデルにおける建物部分。 

0:26:21 一次遮へいキノコ融資及び地震応答を比較することによって、建物と機器の

相互作用を考慮した。 

0:26:27 地震応答解析モデルに関わる設定の妥当性が確認できると考えられます。 
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0:26:33 199 ページをお願いします。 

0:26:36 原子炉建物地震応答解析モデルと原子炉本体地震応答解析モデルによる固

有値解析結果の比較を 199 から 201 ページに示します。 

0:26:46 今日 4－1 から 4－3 に示す通り、 

0:26:49 原子炉建物地震応答解析モデルによる固有周期は、原子炉本体、地震応答

解析モデルで算定された原子炉建物部分の固有周期と概ね整合しておりま

す。 

0:27:00 203 ページをお願いします。 

0:27:03 原子炉建物使用と解析モデルと、原子炉本体地震応答解析モデルにおける、 

0:27:08 原子炉建物、 

0:27:10 一次遮へい機部分の床応答スペクトルを比較いたしました。 

0:27:15 床応答スペクトルの作成には設備評価に最適な基準地震動Ｓｓ－Ｄを用い、

減衰定数は 2.0％としました。 

0:27:24 伊賀大戸スペクトルは、二つのモデルにおいて概ね一致しておることから、建

物と機器の相互作用を考慮した地震応答解析モデルに係る設定は妥当であ

ると考えられます。 

0:27:35 説明は以上です。 

0:27:39 はい、ありがとうございます。オオノは 30 分ほど席を外します。 

0:27:44 それでは、ただいまの説明に対して質問コメントある方お願いします。 

0:27:51 はい。 

0:27:54 すいません。ちょっと私からなんですけれども、 

0:27:59 すいません。今、ただいま説明いただいたところとちょっと変わるかもしれませ

んが、 

0:28:04 添付資料の方の 64 ページ、お願いします。 

0:28:11 64 ページの、 

0:28:15 図 4－27 の右側の表なんですけれども。 

0:28:20 ＳＤＮ2 については、ＮＳＥＷについて二つ分けてそれぞれ記載しているところ

です。 

0:28:30 この状態でですね、例を確認いただいて、 

0:28:34 7 ページを、 

0:28:39 見ていただきたいんですけど、7 ページでは、 

0:28:43 ＳＤＦ1ＳＤ、Ｆ2、ＳＤＮ2 について、 

0:28:49 ＮＳＥＷ二つ示されて、 

0:28:53 います。 

0:28:55 先ほどの 64 ページでは、もう一度戻っていただきたいんですけど。 
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0:29:01 ＳＡ、 

0:29:03 先ほどＰ7 では、ＳＤＦ1ＳＤＦ2ＳＤＮ2 について、ＮＳＥＷ特別されていますけれ

ども、 

0:29:14 この表では、その三つの中のＮＳ、 

0:29:18 ＳＤＮ2、 

0:29:20 2 しか、ＮＳとＥＷの区別が、 

0:29:24 ないんですけども、これについてどう考えればいいか、説明してください。 

0:29:36 中国電力、ミヨカワです。 

0:29:39 今のご質問に対してご回答しますが、まず、 

0:29:43 添付資料の 6 ページをご覧ください。 

0:29:48 表の 3－1 に、失礼しました。 

0:29:53 特定時、 

0:29:54 表の 3－1 に基準地震動Ｓｓの記載になります。ご質問いただいた内容はＳＤ

の内容になるんですが、地震動の考え方をご説明するので、まずは、 

0:30:06 6 ページの表の 3－1 をご覧いただければと思います。 

0:30:10 まず越しご質問いただいた、Ｓ、 

0:30:14 Ｔ－ＮⅡ。 

0:30:16 野本となっている。ＳｓのＮⅡについては、表の 3－1 に記載されている通り、

震源を特定せず策定する地震動による、 

0:30:26 基準地震動となっておりますので、ＳＤＮⅡについても同様の地震動になりま

す。 

0:30:33 一方、ＳＤＦ案等ＳＤＦⅡについては、 

0:30:38 震源を特定して策定する地震動になります。まず地震動としての違いは、この

ような内容となっておりますので、 

0:30:48 ＳＤ 

0:30:51 Ｆ案と、普通は震源を特定して、 

0:30:55 設定する地震動となっておりますので、表の 3－2 の記載にある通り、ＮＳ方向

と書かれている波を地震応答解析モデルのＮＳ方向に入力してその応答を、 

0:31:08 表の、 

0:31:09 応答分布図、64 ページ以降に示しているものになりまして、一方震源を特定

せずのＳＤＮⅡについては、ＮＳ方向飯田方向の波がそれぞれ、 

0:31:22 大瀬設定されますので、それぞれＮＳ飯田分の波をＮＳのモデルに入力する

飯田部のモデルに入力するということになりますので、ご質問いただいた、64

ページの図の 4－27。 

0:31:35 の応答分布図の記載では、 
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0:31:38 ＳＤ、ＮⅡについては、ＮＳ成分と飯田部成分、それぞれが記載されているよう

になっております。以上です。 

0:31:50 はい。はい説明。ちょっと 1 点確認ですけれども、 

0:31:56 解析モデルについては、ＮＳＥＷ。 

0:32:00 二通りあるということなんでしょうか。それとも一通りでしょうか。 

0:32:08 それ。 

0:32:17 中国電力ミヨカワです。地震応答解析モデルの建物モデルについてはＮＳ方

向についてはＮＳ方向モデル、リーダ部方向については飯田部方向モデルが

それぞれ設定されております。以上です。 

0:32:32 はい。はい。すいませんちょっともう 1 点確認ですけども。 

0:32:36 64 ページの、 

0:32:40 この結果とする方で考えた場合には、このメッシュ集は、 

0:32:46 ＮＳ方向なんですけれども、地震はとしてはＮＳとＥＷ、震源特定せずにパター

ンがあるので、 

0:32:56 メッシュは 64 ページで見考えると飯は、 

0:33:00 一つなんですけども。 

0:33:02 阿南は二つ。 

0:33:04 あると、そういう理解でよろしいでしょうか。 

0:33:13 中国電力のクラマスです。はい。今、64 ページをご覧いただいてると思います

けども、ご認識の通り解析モデルとしては、ここではＮＳ方向の、 

0:33:24 応答を見ておりますのでＮＳ方向の地震応答解析モデル。 

0:33:28 の解析結果をお示ししているページになります。で、先ほどからご質問ありまし

た、ＳＤＮⅡのＮＳ成分とＥＷ成分と 2 列あるというところなんですけども、 

0:33:43 先ほど当社ミヨカワからご説明いたしました通り、ＮⅡは地震動としては震源を

特定せず策定する地震動となりまして、審議を特定せずで、あとこの、 

0:33:54 鳥取県西部地震については、必ずしも方向が特定されてないということで、Ｎ

Ｓ成分と飯田分成分ということで地震動としては作っておりますけどもそれが

発電所、 

0:34:05 のこちらに入力されるときに、ＮＳ成分が必ずＮＳ方向に入力されると言ったよ

うな一対一の方向との対応関係がつくものではありませんので、ＮＳ方向の応

答解析をするときでも、 

0:34:18 ＮＳ成分と飯田部成分の両方のパターンを入力した解析を、ＳＤＮ通について

は行っているということになります。一方、 

0:34:29 不安、普通につきましては、こちらは震源を特定して策定しております断層モ

デルでの地震動となりますので、ＮＳ方向ＥＷ方向の方向性が、 
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0:34:41 決まっていると言いますかＮＳ方向の成分がそのまま発電所にとってもＮＳ方

向飯田部方向はＥＭ方向ということになりますのでそれぞれ 1 系ずつ一対一

で入力しているというところで違いが出ております。 

0:34:54 以上です。 

0:34:57 規制庁宇田川です。はい。説明理解いたしました。 

0:35:01 あともう 1 点なんですけども、 

0:35:04 補足の後半の資料、方の資料お願いします。 

0:35:09 で、当時の 95 ページについて、 

0:35:14 原子炉暑く容器スタビライザのばね定数について、既工認と今回工認で 

0:35:22 まとめられているんですけども。 

0:35:24 江藤。 

0:35:25 この数字マスキング内の数値なんですけども、許可段階でもう公開されている

ものなんですけども、あえて今回、設工認でマスキングする必要、何かあった

のでしょうか。 

0:35:39 説明ください。 

0:36:04 中国電力、ミヨカワです。 

0:36:06 ご指摘の通り、当該部分については設置許可段階で公開していた内容になり

ます。 

0:36:13 今回、この部分をマスキングした背景としましては、先行プラントさんのマスキ

ング箇所を参考にして設定しておりますので、幅広なマスキング箇所となって

いました。 

0:36:24 というのが実態となります。以上です。 

0:36:29 予定当該部分のマスキング箇所は、削除することとします。 

0:36:35 はい、わかりました。よろしくお願いします。はい。規制庁の宇田川です。わか

りました。 

0:36:41 よろしくお願いします。 

0:36:46 私からは以上になりますが、他に質問ある方、よろしくお願いします。 

0:36:55 規制庁のホリノ通り申します。 

0:36:59 当設置許可の時には、参加してませんでしたので、 

0:37:04 ちょっと変な質問。 

0:37:06 かもしれませんが、確認させてください。 

0:37:09 添付資料の方の 7 ページなんですが、 

0:37:14 表の 3－2ＳＤの 1 っていうのが一番下にあるんですが、 

0:37:21 これは 6 ページの表の 3－1 の分類には、 
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0:37:26 ないんで、このＳＤの 1 っていうのはどういう地震なのかちょっとご説明お願い

したいと思いますが。 

0:37:43 中国電力のクラマスです。 

0:37:46 ＳＤの設定につきましては、基本的には対応する、Ｓｓの 2 分、 

0:37:53 －1 を超える。 

0:37:55 ようにということで設定するのが基本と認識しておりまして、そのような考え方

でＳｄ－Ｄから、ＳＤＮⅡまでを設定をしております。 

0:38:06 で、今ご質問あったＳＤ湾につきましては、ちょっとそれとは異なる考え方で設

定されたものになっております。 

0:38:17 設置許可段階の審査、このＳＤの設定をご審査いただいた中で、島根 2 号機

としましては、9、 

0:38:27 エスワンの地震動が設計の中で、果たしてきた役割というのを踏まえて、その

旧エスワンも概ね包絡させる形で、ＳＤを設定すると。 

0:38:39 いうことを方針として、ご説明をいたしました。で、そういった観点で、旧エスワ

ンを概ね包絡する地震動、 

0:38:48 ということで加えられ、加えたものがこのＳＤ湾の地震動となります。 

0:38:53 以上です。 

0:38:55 規制庁堀野です。了解いたしました。 

0:38:58 それから、 

0:39:03 えっと、同じ添付資料の 35 ページの、 

0:39:08 4.2 項の両括弧 1 の一番最後の行なんですよ。 

0:39:15 と。 

0:39:16 意味がよくわからないんで教えて欲しいんですけど。 

0:39:21 以下なんですけど、鉛直方向は 3.3 人、静的解析において設定算定した静的

震度経験的をするって書いてあるんですが、 

0:39:34 これは、 

0:39:37 ちょっとＡ4 の 115、図の 4－115 から 114 は、 

0:39:44 応答で来た、静的か後で来たらしいんだと思うんですけど、ここの文章がちょっ

と、 

0:39:53 と、 

0:39:55 ちょっと繋がらないというか、 

0:39:57 ちょっと説明をお願いしたいと思います。 

0:40:21 中国電力、清川です。 

0:40:25 33 ページをお願いします。 

0:40:32 33 ページに、3 ポツ 3 ポツ 2 の線的解析としまして、両括弧 2、鉛直地震力、 
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0:40:41 の記載がございます。 

0:40:43 鉛直地震力につきましては、鉛直振動 0.3 を基準としまして、 

0:40:49 建物構築物の振動特性地盤の種類等を考慮して、地震によって算定する鉛

直震度を一律に定めております。 

0:40:58 ですので鉛直方向の静的地震力については高さ方向について一定の値が設

定されているというのがこちらの記載になります。 

0:41:08 そして 35 ページ。 

0:41:11 4 ポツ 2 の両括弧 1 の最後の文章に繋がりまして、なお、そこを鉛直方向につ

いては、 

0:41:20 一律、 

0:41:21 の静的震度を適用するという記載に繋がる内容となっております。以上です。 

0:41:26 規制庁堀野です。 

0:41:29 正確にはなお鉛直方向の静的地震が終わって入れないと。 

0:41:38 ちょっと誤解を招くような気がするんですが。 

0:41:47 中国電力ミヨカワです。 

0:41:49 ご指摘の通りですので静的地震力についてはという一文を追加したいと思い

ます。以上です。 

0:41:55 規制庁三野ですよろしくお願いします。 

0:41:59 それから 34 ページのですね、表の 3－29 で、 

0:42:04 地盤物性のところの、標準地盤Ａ＋坂新宮は－σのところにですね。 

0:42:13 プラス 10％プラス 20％とか括弧で入ってるんですが、 

0:42:18 これはどういう意味なんでしょうか。 

0:42:36 中国電力、ミヨカワです。 

0:42:39 ご質問いただいた、地盤物性Ａ＋σと－σの内容についてですけども、プラス

20％と。 

0:42:47 プラス＋10％プラス 20％についてですが、こちらは自分のＰＲのばらつきを考

慮したものとなっておりまして、高さ報告深さ方向、 

0:42:59 設定値を変えているので、プラス 10％プラス 10％等の記載となっております

以上です。 

0:43:10 すいません。ちょっと私の方の理解が悪いんですが。 

0:43:17 高さな、どこに書いてるっていう、もう少し説明していただけますか。 

0:43:38 中国電力のクラマスです。今のここの地盤物性の不確かさにつきましては、今

回、 

0:43:46 原子炉本体大賀瀧川と建物側のモデルの連成解析ということになりますけど

も、その中の建物側のモデルの不確かさの考慮ということになります。 
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0:43:57 従いまして、ちょっとこの場でというよりは建物側の地震応答計算書のご説明

も、別途、ヒアリング等ではい。 

0:44:08 ご説明さしていだきますので、ちょっとその中で詳細をご説明とさせていただけ

ればと思います。以上です。規制庁堀野です。了解しました。よろしくお願いし

ます。 

0:44:20 とそれから、 

0:44:21 補足資料の方なんですけど。 

0:44:40 補足資料の 2。 

0:44:42 44 ページ。 

0:44:45 2、水平方向の原子炉本体資料と解釈モデルの出展値と実機構造の関係の

図がありますけど。 

0:44:54 ここに 

0:44:57 ベント管があるんですけど、ベント管はこれは村下がるような感じになるんです

が、 

0:45:05 ここは特に、 

0:45:08 問題緩和必要はないんでしょうか。 

0:45:23 中国電力、三代川です。ご質問いただいたベント管につきましては、原子炉建

物と連成機器の地震応答については、影響は大きくないと考えられますので、

質量をモデルに、 

0:45:36 当該市に任せてモデル化しております。以上です。 

0:45:40 規制庁のそれをお伺いしました。 

0:45:42 それから 49 ページに 

0:45:47 ＬＣベローズのサンパ年定数の算定方法が記載されてるんですが、 

0:45:54 下のＢ。 

0:45:57 の両括弧文献が書かれてるんですけど。 

0:46:04 両括弧Ｂの方は、文献出典が記載されてないんですが、 

0:46:12 これを見るとちょっと、 

0:46:14 直径ログの算定式とも違うような形なんで、 

0:46:20 どのようにして、これが、 

0:46:24 すぐデータはいいんなるのか。 

0:46:27 説明をお願いしたいのと、53 ページにも似たような、 

0:46:32 べろの算定方法があるんですが、 

0:46:36 これの両括弧Ｂの式とはまた違うんで、これ多分、中に注射中間。 

0:46:43 寸法が入ってる 0 何時圧壊違うと思うんですけどその辺も含めて、 

0:46:49 ちょっと説明をお願いしたいんですが。 
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0:47:05 はい。中国電力のキクマサです。ご質問いただきましたうち、ちょっと先に二つ

の式が違う。 

0:47:13 見た目が違うという本日ちょっとご説明させていただきます。 

0:47:18 まず 50、ちょっと 53 ページの方から話をさせていただくんですが、こちら 

0:47:24 分子の方、分母の方を見ていただくと、 

0:47:27 こちらはええとですね、ベローズ全体のヤマノ数と、あと、 

0:47:33 とあとベローズ中心間距離。 

0:47:36 を掛けたものとなっておりまして、 

0:47:38 えっとですね。 

0:47:40 燃料交換ベローズの方で言いますと、 

0:47:44 このスモールＮというのは、ベローズ、上下に分かれておりましてその片側の、 

0:47:50 ヤマノ数、 

0:47:52 終わらせておりますので、このベローズ全体としてのヤマノ数は 2ｎ。 

0:47:57 上がりまして 2Ｎと。 

0:48:01 こちらで表されていますラジエベローズ中心間距離を掛けたものとなっており

ます。 

0:48:10 同じように、49 ページのＬＣＬベローズの方なんですが、こちらは 

0:48:16 ちょっと 53 ページの式違って分子の方に 2 が現れているんですが、 

0:48:21 この 2 をちょっと分母側に移動してやると、この分母側をＮ×2 分のＮＰと考え

ることができます。 

0:48:30 このＬＣのベローズの方はこの、 

0:48:33 Ｎが、 

0:48:36 0 全体のヤマノ数をそのまま表していますので、2 分のＮＰというのは、 

0:48:43 のがヤマノ数Ｐが、 

0:48:46 ベローズのピッチなので、このＮＰというのが、 

0:48:52 ベローズ全体の、 

0:48:54 長さを表しております。先ほどと同じようにちょっと、 

0:48:59 燃料交換メールと違いまして、間に、 

0:49:02 エント等が含まれていないんですがこちらも同じように、同じように、 

0:49:09 ですかね。 

0:49:10 頭ベローズ中心間距離。 

0:49:14 燃料交換ベローズにおけるベル中心間距離というものを考えると、 

0:49:20 ですかね、ベローズの。 

0:49:24 ちょうど半分の長さになりますので、 

0:49:27 2 分のＮＰというのが、 
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0:49:31 どう、 

0:49:33 燃料交換ベローズで言うところのＡに相当しますということでこちらの式ちょっ

と見え方が違っているのですが、 

0:49:42 と、式の内容としてはほぼ同じものを示しております。 

0:49:47 で、この、ΔＹをどう算出したかということについてなんですが、 

0:49:52 ちょっと現状ある図で説明するのが、やや難しいのですが、考え方を、 

0:50:00 概要を説明させていただきますと、 

0:50:02 例えば、そうですね。 

0:50:05 すみません郷。 

0:50:08 49 ページの方でいきますと、図の 2 ポツ 1 ポツ 4。 

0:50:14 -1 

0:50:16 の拡大図で言いますとベローズに繋がれた。 

0:50:21 上の部分原子炉建物の部分が例えば右に、 

0:50:25 ずれていくとすると、このベローズは、下半分が右方向に、 

0:50:32 こう描くようになります。それに対応して上方向は、 

0:50:37 左側ですかね、描くように変形します。 

0:50:42 で、ここの最高描いた際に 

0:50:46 の増加分、 

0:50:48 というものを、 

0:50:51 どう、 

0:50:52 考えて、鉛直方向変位を出しています。 

0:50:56 その際にですね。 

0:50:59 ところの描いた部分。 

0:51:02 ベローズがこう描いた際の中心角。 

0:51:06 帯昇格として金字塔を行っていきますと、ちょっとこちらの式が、 

0:51:10 算出されるようになります。概要となってしまいましたが、以上となります。 

0:51:19 アクセルの方のですね了解しました。出典的には、どっかに書かれてるという

ことはないんでしょうか。 

0:51:30 はい。こちらは出典等ありませんで東西計算を行った結果となっております。

以上です。 

0:51:37 規制庁のスパン了解しました。 

0:51:42 あと、あとは、 

0:51:52 すみませんあと 2 点、 

0:51:56 59 ページちょっと細かい話になっちゃうんで申し訳ないんですけど 59 ページ

にですね。 
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0:52:03 制御棒駆動装置のハーディンのばね定数の算定、 

0:52:09 お話は載ってるんですけど。 

0:52:12 ちょっと 

0:52:13 遠い。 

0:52:15 59 ページの下から 4 行か 5 行目辺りに式が、 

0:52:22 経営の式とＫ7 の式があるんですが、 

0:52:30 形の式。 

0:52:32 そん中で経営に 7 分の医師かけてるのは、 

0:52:35 直列通で繋がってるのでバネー的にはこうなるよっていうのを、 

0:52:42 理解できるんですが、 

0:52:44 Ｋ7 の方でこの形に対して、69 倍してるんですけど。 

0:52:51 これは 69 倍っていうのは並列になってるからというんですけど、ちょっと 69 っ

てのはよくわかんないんですけど。 

0:53:01 別で言うとそんなにはなさそうな感じが、中国電力。 

0:53:06 申し訳中国電力のクラマスです。今の、 

0:53:10 とはい何倍というところマスキング箇所となりますのでお伝えさせていただきま

す。以上です。すいませんでした。数字ちゃいましたっけ。すいません。 

0:53:23 ちょっとその辺の、 

0:53:28 全部の個数を掛けてるようなイメージがするんですけど、それはちょっと、 

0:53:34 直列と並列の関係が、 

0:53:36 よくわからないので教えてください。 

0:55:47 あ、中部電力の内藤です。 

0:55:51 もう一度質問。 

0:55:53 ご指摘が来るということでよろしいのでしょうか。それとも、 

0:55:58 回答した方よろしいでしょうか。 

0:56:00 以上です。 

0:56:10 すみませんもう一度質問。 

0:56:12 ということにします。 

0:56:17 この 

0:56:23 生業も工藤健康は臼杵管野ら。 

0:56:28 ファーテルレストレイントばね定数の算定方法の、 

0:56:32 組織があるんですが、そこで直列バネと。 

0:56:38 並列ばねのを、 

0:56:40 考慮がされてるんですけど。 

0:56:43 その並列ばねの考え方が、 
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0:56:45 ちょっとよくわからないので説明お願いします。 

0:56:56 はい。中国電力、ミヨカワです。 

0:57:00 ご質問いただいた内容ですが、58 ページ目の最後の部分と 59 ページ目の部

分をご覧いただきたいのですが、 

0:57:08 まず、58 ページ目の最後の部分で、制御棒駆動機構ハウジングアトルレスト

レイントのばね定数の算定方法としまして、 

0:57:17 旅客全体でのばね定数の算定方法を記載さしており、記載させていただいて

おります。 

0:57:24 こちらに記載している通り、制御棒駆動機構ハウジング、内側と外側は、 

0:57:30 それぞれ最短部分の中心部と最長部分の災害分の制御棒駆動機構ハウジン

グを、 

0:57:38 代表としてモデル化しております。 

0:57:43 また、ばてるレストレイントを介した荷重伝達をモデル化するため、内側と外側

間は、ラベルレストレイントの剛性を考慮したばねで接続しております。 

0:57:54 ここで考慮する立てられるレストレイントにつきましては、 

0:57:59 最も設置戸数が多く、ばね定数が小さくなるように、 

0:58:04 中心部と最外周部のらテロリストレントを考慮することといたします。 

0:58:10 つまりは先ほどの 58 ページに記載されている図の赤枠部分で、 

0:58:16 今度範囲となります。 

0:58:19 また、制御棒駆動機構ハウジング、 

0:58:23 内側については、内側部分の本数のハウジングの重量断面後構成をモデル

化。 

0:58:31 しているため、 

0:58:32 制御棒駆動機構ハウジングら寺レストレイント全体のばね定数、計 7 ですね。 

0:58:38 こちらのＫ7 については、中央市立の直列バネが、 

0:58:43 制御棒駆動機構ハウジング内側本数分あるものとしまして、 

0:58:48 直列ばねで考えたばね定数をその本数分並列で繋がっているという考え方で

設定しております。以上です。 

0:59:00 成長本部です。なかなか難しいようで、 

0:59:05 とりあえず了解いたしました。それからあと一つなんですが、 

0:59:11 194 ページ。 

0:59:15 上の、 

0:59:19 家屋とスペクトルを用いて耐震評価を実施する設備ということで、 

0:59:25 制御棒駆動機構藩主さっき所員用エアロック、それから電気配線貫通部を、 

0:59:34 選定して評価してるんですけど。 
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0:59:37 他にはない、ないんでしょうか。例えば、配管で、 

0:59:43 冷却スプレー系なんかも近くにある種、 

0:59:47 ありそうな気もするんですが、 

0:59:51 その辺はどうなんでしょうか。これだけにしているのは何か理由があるんでしょ

うか。 

1:00:08 中国電力、ミヨカワです。 

1:00:11 194 ページで評価対象とした設備については、申請済みで、計算書を提出済

みのものを対象として、 

1:00:21 影響検討を実施しております。以上です。 

1:00:32 規制庁堀野です。了解しました。 

1:00:36 今後、申請が増えたときにこの辺のところの見直しはここなんでしょうか。 

1:00:48 あ、中国電力のクラマスです。 

1:00:51 はい先ほどご説明申し上げました通り、1 回目 2 回目の補正申請でご提出し

ているものとしてはこれらがすべてとなりますので今回はこの結果でお示しを

いたしました。 

1:01:02 で、今後のということにつきましては、今回と同様に影響を確認して、今後も申

請していくものについてもはい。結果を適切にお示ししたいと思います。以上で

す。 

1:01:15 規制庁ホリノです。よろしくお願いします。私の方から以上です。 

1:01:28 規制庁植木です。 

1:01:31 私の方から幾つかあります。まず最初の添付書類の方ですけど、 

1:01:39 資料番号ＮＳ2 の添 2－002－01。 

1:01:47 まず、 

1:01:51 ページ 7 ページ、先ほど、 

1:01:55 宇田川から質問が、 

1:01:58 地震動の、 

1:02:01 ＮＳとＥＷの件なんですけど。 

1:02:05 これで多分、今の期さいいだとですね、ちょっとやはり、 

1:02:12 わかりづらいので、内容は理解したんですけど。 

1:02:18 記載がそういうふうにはなっなってなくて、 

1:02:22 なってないっちゅうかせ、例えば水平方向、 

1:02:26 何がある括弧ＮＳ、ＥＷっていう書き方は、 

1:02:33 三つの地震動とも同じ書き方になってて、 

1:02:37 それで各モデルにどう入れるかっていう記載が多分、今どこにもないので、 

1:02:44 先ほどの応答値の結果、 
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1:02:49 が多分理解できないと思うんですけど、この辺りは 

1:02:53 建屋の方も共通の話なので、 

1:03:00 記載、わかるようなものを、ちょっと注記で入れていただくとかっていうことをお

願いしたいんですけど、よろしいでしょうか。 

1:03:14 中国電力ミヨカワです。承知いたしました以上です。 

1:03:19 規制庁をください。よろしくお願いします。 

1:03:22 あと 8 ページイでですね地震応答解析モデル。 

1:03:27 の説明が、 

1:03:29 あるんですけど。 

1:03:31 いろいろな部位に対するバネとかの考え方が、文章で示されていますけど。 

1:03:42 ちょっと見落としてるかもしれないんですけど。 

1:03:46 ちょっとこの記載がないやつで、 

1:03:50 原子力格納容器スタビライザー。 

1:03:56 それから、それの分ばねの話ですか。ばねの説明とあとウエルシールベロー

ズですかこれも、 

1:04:06 ばねでモデル化されてるんです。ですけど、 

1:04:10 これに対する説明が、 

1:04:13 ないような気がするんですけどいかがでしょうか。 

1:04:35 規制庁池です。例えば、シアラグとか、原子炉圧力容器スタビライザーとか燃

料交換ベローズですかこれは何か後、 

1:04:46 ゴウセイと 10 日のバネでどことどこを結合するとかっていう説明があるんです

けど、 

1:04:55 その説明が先ほどの二つの場面に関してはない、ないんじゃないかと思うんで

すけどいかがでしょうか。 

1:05:09 中国電力ミヨカワです。ご指摘の通り、記載がございませんので、追記したい

と思います。以上です。 

1:05:17 規制庁大池です。よろしくお願いします。 

1:05:20 それから同じ 8 ページの下から二つ目の段落。 

1:05:28 最後の方にですね 

1:05:31 炉水による付加資料を模擬するために、仮想質量を考慮するっていう記載が

あるんですけど。 

1:05:38 この記載。 

1:05:41 の、方法、中身っていうか用語としてですね。 

1:05:47 先日説明ししていただいた排除、付加質量と排除する質量の説明がありまし

たけど、ちょっとあれの定義とか表現方法とちょっとここは違うような気がして。 
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1:06:04 多分ここでは 

1:06:06 不可資料とあと、 

1:06:09 排除水質量による、 

1:06:12 流体連成効果ですし、流体と構造物の連成効果、それを考慮した、両方を考

慮してるんだと思うんですけど。 

1:06:22 今のこの書き方だと、何か付加資料の方しか、 

1:06:27 記載がされてないように思うんですけどいかがでしょうか。 

1:06:42 中国電力のクラマスです。 

1:06:44 衛藤はまず水の効果の考慮という意味で申し上げますと、植木さんのおっしゃ

られた通り、付加質量の効果とあと排除水を、両方を考慮しているということに

なりますのでご認識の通りとなります。 

1:06:58 その上で、記載の妥当性ということになりますと、江藤はい先日の使用済み燃

料貯蔵ラックのヒアリングの会でご説明した、水の効果、 

1:07:09 の、はい、説明内容と記載に関しては整合するように、再検討して見直したい

と考えております。以上です。 

1:07:18 規制庁大池です。よろしくお願いします。 

1:07:21 多分、今書いてる付加指導を模擬するためっていうのは、広い意味でいうと 

1:07:34 排除損失量、額確保の話も含めて、 

1:07:39 もともとは書いてある。 

1:07:41 そういう意味かなというふうにちょっと理解はしてるんですけど、ただ、今回工

認でですね、新たにその排除水質量による応答低減を考慮するっていうこと

で、 

1:07:54 他のキーの設説明。 

1:07:58 この資料があって、そこではちょっと厳密に少し定義しているので、そうする

と、ちょっとこちらの方の記載と少し、 

1:08:08 合わなくなってくるのかなという趣旨ですので、 

1:08:12 この辺りの記載は建設工認、 

1:08:17 多分、今変わってないのかと思うんですけど、ちょっと配慮、 

1:08:22 して、見直し、 

1:08:25 言っていただければと思います。 

1:08:28 えっとですね、 

1:08:33 と、 

1:08:41 規制庁ウエキです。 

1:08:46 13 ページ以降に、原子炉建物のデータ諸元が載っていて、 

1:08:56 これが 16 ページまでですか。 
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1:08:59 これ、 

1:09:03 11 ページの解析モデル図を見る等、アビル方向の原子炉建屋のところは、一

部 

1:09:12 上の方にですね回転バネー。 

1:09:15 が、対飯田分方向はついて、上の方っていうか私、下にもある下もあるんです

けど。 

1:09:23 今回天端名の定数はここには記載されてる。 

1:09:31 どうでしょうか。 

1:10:02 中国電力、三代川です。ご質問いただいた、立てて物部分の回転ばねの定数

につきましては、本図書には記載しておりませんが、原子炉建物の地震応答

計算書に、 

1:10:17 記載されております。 

1:10:18 以上です。 

1:10:21 規制庁エキスそれは理解してるんですけど、 

1:10:25 要はこちらの方、 

1:10:28 2、載ってないものも、春がある。 

1:10:34 例えば、地盤の場面なんかは、原子炉建屋の地震応答計算層を呼び込んで、

それと同じばね定数ですということは 

1:10:45 本文の方に書いてあるんですけど。 

1:10:49 それ以外の建物部分ついては海た限りでは何か、網羅的に全部、 

1:10:56 記載されて、 

1:10:59 いるのかなあというふうにちょっと思っていて、建屋の方に、一部その回転ば

ねだけ他建屋の方にありますみたいな。 

1:11:10 ことだと、ちょっと何か。 

1:11:13 記載の整合がとれてないような気がするんですけど。あと、12 ページの鉛直。 

1:11:19 方向モデルの屋根トラスの端部のところの回転盤も同じなんですけど。 

1:11:25 ちょっとそのあたりは、 

1:11:29 記載、整合するように検討をお願いしたいんですけど。 

1:11:52 中国電力ミヨカワです。記載の適正化検討いたします。以上です。 

1:11:58 規制庁植木です。よろしくお願いします。 

1:12:20 あとですね 

1:12:24 33 ページ。 

1:12:28 一番上の形の式なんですけど、これ多分、 

1:12:33 真ん中あたりに、1－ 
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1:12:37 ｈ括弧閉じってのがあるんですけどこの括弧閉じっていうのは多分いらない、

余計。 

1:12:44 じゃないの。40 分の 1 かなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

1:12:54 中国電力、三代川です。ご指摘ありがとうございます。確認の上で適切に修正

いたします。以上です。 

1:13:01 規制庁池さんお願いします。 

1:13:04 34 ページにですね先ほど 

1:13:11 堀野から指摘のあった＋10％とか 20％の話なんですけど、これ、 

1:13:19 詳細については、建物自身と経産省の方で、説明があることは理解してるん

ですけど、ただ記載としてですね、多分今の記載だと多分わからなくて、 

1:13:34 それって、今日午後、建屋のヒアリングがありますけど、建屋の方でも多分、 

1:13:42 同じ記載をしてるとすると、指摘され、 

1:13:47 建築側の方で指摘されるんじゃないかなと思うんでもし建屋側の記載が追加

とかっていうことがあれば、あわせてこちらもわかるように、 

1:13:58 どう、同様に修正をしたほうがいいのかなと思うんですけどいかがでしょうか。 

1:14:10 あと中国電力田村です。受 

1:14:15 この表につきましては、そこの上の文章で原子炉建物地震ごと掲載書に記載

の材料物性の不確かさを考慮すると書いてますので、 

1:14:25 そちらで多分いろいろな検討がなされた上で設定されるのがこの 10 とか 20 と

かの数字になると思いますので、そちらでしっかり説明。 

1:14:34 する必要があると考えております。で、記載としては呼び込みでよろしいかなと

思いましたがいかがでしょうか。 

1:14:42 規制庁議決はわかりました。 

1:14:45 それで結構です。 

1:15:05 あ、すみません、飛んでですね 302 ページ。 

1:15:09 なんですけど 5 ポツで設計を荷重。 

1:15:13 あって、5.1 とか 5.2 で、 

1:15:16 設計を加重 1、 

1:15:20 について投資、示すということなんですけれども。 

1:15:26 これせ、 

1:15:28 横とスペック取るだと、設計を加重 1 と 2 っていうのが、 

1:15:34 あるんですけど、この大賀滝井の応答値っていうのは、2 っていうのは示す必

要はないんでしょうか。 
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1:15:51 中国電力のクラマスです。この大型機器の応答からの排設計用荷重につきま

しては、この資料記載の通り、基本ケースと不確かさ、材料物性の不確かさを

考慮したケースの包絡値として、 

1:16:05 設計用荷重位置を設定しております。 

1:16:09 で、スペクトル、 

1:16:11 等であれば設計用の床応答スペクトル 2 といったところも設定をしております

けども、スペクトルで言えば設計用床応答スペクトルには、基本ケースの 

1:16:22 応答スペクトルの 1.5 倍以上といった形で設定をしております。 

1:16:27 この大型機器系の荷重につきましては、 

1:16:31 スペクトルとは異なりまして、一律 1.5 というような、余裕の持たせ方をしており

ませんで本日の補足説明資料の中でも、 

1:16:42 スペクトルを使ってるもので一定の余裕があるので、 

1:16:46 旧各部のばれ合い考慮しても良い影響は、その余裕で吸収できますというよう

なところを資料でお示しをしておりますけどもああいった形で設備ごとにそれぞ

れ、 

1:16:56 余裕を持った荷重を設定して評価をするという考え方をとっておりますので、こ

の大型機器につきましては一律の値計量化 12 といったものは設定していな

いというところです。 

1:17:09 以上です。 

1:17:11 規制庁池です。 

1:17:14 内容はわかりましたけど、そうすると、尾形危機。 

1:17:21 の耐震計算では設計を加重 1、 

1:17:26 を使うものと、一応なんか上回る、 

1:17:31 荷重、 

1:17:33 を使うものがある、あるのか或いは設計を荷重位置だけを使うのかちょっとそ

の辺り教えていただきたいんですけど。 

1:17:47 中国電力のクラマスです。大型機器の荷重を使う設備につきましては、先ほど

申し上げました通り設計用荷重 1 に対して、設備ごとに倍率は異なりますけど

も、一定の余裕を持った、 

1:18:01 ケースバイ上乗せした荷重、 

1:18:04 なりを用いるということで設計を和一そのものというよりははいそこに行って、

設備ごとに異なる余裕を持った荷重で評価するという考え方をとっておりま

す。以上です。 

1:18:16 規制庁植木です。わかりました。それは 

1:18:21 以前説明していただいた土肥。 
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1:18:26 これは床応答スペクトルの方なんですかね 

1:18:30 とかの。 

1:18:31 要は設計を荷重をどうやって決めるかっていう説明、補足説明資料があると思

うんですけど、そちらの方には書いてあるんでしたっけその大型機器の。 

1:18:44 設計を荷重の設定に関して、要は床応答スペクトルとは違う。 

1:18:50 少なくとも 2 っていうのがないという点では違っているので、 

1:18:58 その説明が必要かなと思うんですけどいかがでしょうか。 

1:19:24 中国電力のクラマスです。設計用床応答スペクトルの作成方針の方の図書に

おきましても、小野瀬大型必携については設計用の震度スペクトル等で 2 を

設定しておりませんので 

1:19:38 他の原子炉建物等については右の方のスペクトル等も記載をしておりますけ

ども大型機系についてはそれがないと、いうような、現状はそのような記載に

なっております。 

1:19:48 今は植木さんおっしゃられました通り、それを方針として、そのような方針で荷

重なり、震度スペクトル設定するというところがちょっと欠けていなかったかな

というふうに考えておりますので、 

1:20:01 それははい。設計床応答スペクトルの方の図書についても、記載検討して、 

1:20:07 見直したいと考えております。以上です。 

1:20:11 規制庁植木です。 

1:20:14 あれなんすか。次に、 

1:20:17 設計用床応答スペクトルの 2、2 を、 

1:20:23 作成、設定してるっていうのは、 

1:20:28 他提案現象建屋、 

1:20:30 のＦＲＳだだけなんでしたっけ、連成系の例えば、 

1:20:35 格納容器の中の、どうスペクトルっていうのは、1 だけなんですか。 

1:21:15 中国電力のクラマスです。 

1:21:17 すいません、私が先ほど申し上げたのちょっと訂正させていただきます。設計

用床応答スペクトルの作成方針の方の当初におきまして、この大型機器系の

方の、 

1:21:28 床応答スペクトルなり、説教振動につきまして、当初の記載としては設計用の

にも記載をしております。 

1:21:37 はいですので 

1:21:39 震度スペクトルにつきましては大型機系も設計用の 2 を設定しております。 

1:21:44 で、荷重につきましてはそちらの設計床応答スペクトルの所ではなく 
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1:21:49 本日の方の地震応答計算書の方でお示しするということで、荷重については、

江藤設計を荷重の 2 というものは設定せず、設備ごとに、それぞれ余裕を確

保した設計。 

1:22:01 荷重を設定して設計するという方針としております。 

1:22:05 以上です。 

1:22:07 規制庁駅です。 

1:22:10 今日、 

1:22:12 9 年ですか説明していただいた床応答スペクトルのサービス。 

1:22:17 清方針の、 

1:22:19 補足説明資料ですか。 

1:22:24 ＮＳＡの方の 02701。 

1:22:28 12 月 3 日付のやつであって、 

1:22:32 それの別紙に、 

1:22:35 通しページずっと、18 ページ、別紙 2 の 1 ページなんですけどここに、各設備

の耐震計算書に適用する設計を地震力っていう、 

1:22:46 のがあって、 

1:22:48 そこを見ると、 

1:22:55 まず最初に何か地震荷重、せん断力モーメント、配管反力等で、これは、 

1:23:02 総称して設計を地震力という説明があってそれで、 

1:23:07 その後の方に、 

1:23:12 6－2－2－1 の、この地震応答計算書ですねここに示す設計を地震力。 

1:23:20 す設計用位置及び設計用には、 

1:23:25 この地震音計算書に示す地震力というふうに書いてあって、 

1:23:31 これを読む限りはこの図書の方に、 

1:23:35 大型機器の荷重、設計用荷重も 2 にお示すっていうふうに書いてある。 

1:23:42 ように読めるんですけど、違うんですか。 

1:24:03 中国電力田村です。ちょっと資料を確認しますので少々お待ちください。 

1:24:33 中国電力の横谷です。 

1:24:35 ご指摘いただいたＦＲＳ。 

1:24:38 その作成方針の方の敷設の方の記載が適切ではございませんので、そちら

の資料を適正化いたします。以上です。 

1:24:49 規制庁大江です。わかりましたそ、そうすると、そちらの、 

1:24:53 先ほど言ったその別紙審議の方の記載は、実態に合わせた記載にちょっと修

正。 

1:25:02 として、ここに大型機器の荷重はどう。 
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1:25:07 設定するのか、個別に何か余裕を持って設定するっていう話だったんで、 

1:25:14 で、かつ、 

1:25:15 こちら大賀滝井の荷重については、 

1:25:19 1 設計を 1 しか記載しないとかですね、ということを明確に書いていただきたい

んですけど、よろしいですか。 

1:25:33 中国電力ミヨカワです。承知いたしました。以上です。 

1:25:39 規制庁秋谷ですお願いします。あとですね、最後のページ 334 ページ。 

1:25:48 ばね反力の値、これ数ベースの値なんですけれども。 

1:25:59 ここに、ＬＣＬベローズとか燃料交換ベローズのばね反力は記載はしない。あと

ラテｒａｄレストレイントですか。 

1:26:10 そこ、それは記載しない、しないんでしょうか。 

1:26:32 中国電力の横谷です少々お待ちください。 

1:27:14 中国電力のクラマスです。 

1:27:16 ここで設計用荷重としてばね反力を示しているものについては、基本的な考え

方としましては、後段の、 

1:27:26 強度評価なり設計に用いる荷重を記載するというのが基本的な考え方と認識

しております。その上で、今ご指摘ありましたらストラテラレストレイントですと

か、 

1:27:37 ベローズの部分につきましては、ちょっと再度確認した上で必要なものについ

てはこちらに記載を追記するとさしていただければと思います。以上です。 

1:27:48 規制庁植木です。わかりました。301 ページの方で、これは設計ではなくて整

数による応答値なんですけど、これも、 

1:28:01 同じばね反力しか記載されてないんですけど、例えば、さっきクラマスさんが説

明されたその設計、 

1:28:12 ようで、としてその荷重は使わない。 

1:28:16 ということで設計をには記載しませんという話は、 

1:28:22 理解はできるんですけど、ただ、例えば 301 ページの方はこれは地震応答計

算結果なので、 

1:28:30 ここはやっぱり反力値としてはバネでモデル化してるところは、判読値は記載

すべきかなというふうに思います。 

1:28:38 で、さらにもう一つ質問なんですけど。 

1:28:44 ウエルシールベローズとか燃料交換ベローズ。 

1:28:50 というのは、 

1:28:53 この耐震計算書、 
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1:28:55 にはな出てこないっていうことでしたっけ、これの健全性っていうのは、どっか

で確認されるんでしょうか。 

1:29:25 中国電力のクラマスです。 

1:29:28 はい。今ご指摘ありました、ットウェルシールベローズや燃料交換ベローズに

つきましてまず、 

1:29:35 とは、 

1:29:37 ページ数の 301 ページの、はい表 4－5 のところですけども。はい。こちらは植

木さん、ご認識の通り、地震応答解析の結果としての部分でお示しをしており

ますので、 

1:29:50 こちらには、配設計に使っているいないということだけじゃなくて地震応答解析

結果をお示しするという観点で、必要なものが記載されるべきというご指摘と

受けとめましたので、それを踏まえて、 

1:30:02 記載を見直したいと思います。 

1:30:05 それからもう 1 点の耐震計算を、今回お示しするかというところにつきまして

は、ットウェルシールベローズ燃料交換ベローズにつきましては、 

1:30:15 耐震計算書等を提出するようには考えておりません。 

1:30:20 基本的にはばねとしてはモデル化をしておりますけども、ベローズということに

なりますので、やはりその、 

1:30:28 地震応答解析モデル全体系の応答に、 

1:30:32 影響が大きいものという点で考えると、そのベローズよりはここに記載のような

スタビライザーですとか、シアラグの方が主要な構造物と、 

1:30:43 いうようなところも、考え方としては建設工認からあったのかなというふうに認

識をしております。 

1:30:49 以上です。 

1:30:52 規制庁池です。ですね、ちょっと今の説明で、一部ちょっと理解できないところ

があって、ばね定数としてはベローズなんで小さいので、 

1:31:03 地震ごとに、 

1:31:05 影響は他の場に比べて小さいんだろうなっていうことはわかるんですけど、た

だ、 

1:31:13 一応モデル化ばね版としてモデル化してるということは何らかの影響があるの

でモデル化してるのかなというふうに思っていて、 

1:31:23 で、もしそれが健全じゃなくて、バネとして効かなくなるんであれば、この解析

モデル自体が成り立たなくなるので、先ほど耐震計算しょうがないという話、お

話ありましたけど、 

1:31:38 補足説明資料、 
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1:31:41 でですね金ベローズの健全性は示した上で版としてモデル化できるっていうこ

とは、 

1:31:50 説明していっていただく必要があると思っているので、いかがでしょうか。 

1:32:08 中国電力、田村です。 

1:32:11 基本的にはご指摘のブロードについては、Ｓクラス設備ではないということ。 

1:32:18 ただし、今、植木さんがおっしゃったように 

1:32:22 あの場でモデル化してもしなくても、全体系に影響は軽微。 

1:32:29 例えば支払いと、そこの分、対応するところにある。 

1:32:34 バネーを考えてもうちょっとオーダーが違いますので、影響軽微だとか判断は

しておりますけども 

1:32:43 一応精緻化ということで、 

1:32:46 モデル化しているのだと思っておりますので、 

1:32:50 そこが切れてしまうとちょっと、モデルに影響を与えるという観点で、簡単なチ

ェックというか 

1:32:58 程度は社外的にしておりますけどもなので、 

1:33:04 県議。 

1:33:05 とか、共用品と変位を比較するといろいろやり方を示しの仕方あると思います

けど、簡単。 

1:33:12 2、 

1:33:14 担保できてますよということをお示しすればよろしいかと思いましたので、 

1:33:20 やっぱり簡単にお示し結果をお示しするようなことを考えたいと思いましたがい

かがでしょうか。 

1:33:29 規制庁ください。よろしくお願いします。ちなみにセンコーの流れもですねやは

り同じで、燃料交換ベローズ。 

1:33:39 のバネってのは多少、 

1:33:42 藤河内とか等にも提供していてちょっとその辺りを検討しているので、少し女

川の資料も見ていただいた上で、 

1:33:52 説明をしていただきたいと思います。 

1:33:57 よろしいでしょうか。 

1:34:00 はい。中国電力田村です。先行機踏まえた上で、御説明検討させていただき

ます。以上です。 

1:34:07 規制庁ウエキですはい。よろしくお願いします。 

1:34:10 それとちょっと長くなって申し訳ないんですけど、もう一つの補足説明資料。 

1:34:17 ＮＳ2 法 027－02。 

1:34:21 ですけど、 
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1:34:24 とまず、 

1:34:26 これ、通しの 36 ページ。 

1:34:30 下の表ですねここに燃料集合体の相対変位。 

1:34:35 だってこれはちょっと教えていただきたいんですけど。 

1:34:39 この結果、ケース 1 が 32.3 っていうのはこれは基本ケース。 

1:34:48 というふうになっていてちょっと見方は私が間違ってるかもしれないんですけ

ど。 

1:34:55 この基本係数の結果っていうのは、 

1:35:03 先ほどの地震応答計算書の 

1:35:10 例えば、2、216 ページ。 

1:35:21 216 ページ 2、燃料集合体の最大応答変位。 

1:35:29 これはＳｓのＮＳ方向なんですけど、 

1:35:33 これの右側にデジタル値が出ていて、 

1:35:38 これが、 

1:35:40 22．最大だと 22.6ｍｍかなあと思う。 

1:35:45 ていてそれから、 

1:35:48 260 ページ。 

1:35:51 も同様にＥＷの値が出ていてです。そちらで見ると 2、2、26.9 ミリ。 

1:36:00 ですか。 

1:36:01 という値があってこれとさ、先ほどの補足説明資料の方の通しの 36 ページ

の、 

1:36:09 32.3ｍｍっていう、 

1:36:12 値との関係がちょっとよくわかんなかったんですけど、説明お願いします。 

1:36:31 中国電力ミヨカワです。 

1:36:34 補足説明資料Ｎｏ等主盤ページ 36 ページに記載されている表の 2 の－4。 

1:36:42 の、設計用荷重 1 の燃料集合体相対Ｓｓですね、基本ケース、ケース 1 なん

ですけども、こちらは先ほどの添付資料。 

1:36:53 に記載されていた燃料相対変位の最大値基本ケースですね、に 1.2 倍した数

値として記載しているものとなります。以上です。 

1:37:06 規制庁大池です。それ、1.2 倍っていうのは他の荷重、 

1:37:13 もう同じなんですか。 

1:37:17 その上の場の判読とか、 

1:37:19 いろいろありますけど、全体の方針として、基本件数は 1．二倍。 

1:37:26 そして、地盤のプラマイＣＩＧＭＡは、 

1:37:30 1.2 倍しないとか何かそういうやり方があるんでしたっけ。 
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1:37:43 中国電力ミヨカワです。 

1:37:46 基本ケースにつきましては、1.2 倍を設定してまして、地盤の、 

1:37:51 プラマイσのばらつき係数は 1.0 倍で統一しております。以上です。 

1:37:57 規制庁池です。わかりました。それはどこかに書いてありますか。 

1:38:08 中国電力ミヨカワです。資料内には記載がございませんので、追記いたしま

す。以上です。 

1:38:16 規制庁植木です。お願いします。 

1:38:20 これって野瀬様は設計を地震力を設定する。 

1:38:26 際のやりやり方というか、この話であって、先ほど、床応答スペクトルの策定方

針の別紙 2 のところにちゃんと書いてくださいねっていう話を、 

1:38:38 したんですけど。 

1:38:40 基本ケース 1.2 倍するとかっていうのは、結構基本的な話なんで、これはどこ

にも書いてないってのはちょっと。 

1:38:48 おかしいかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

1:38:58 はい。中国電力のクラマスです。 

1:39:01 はい当社としましては、基本ケース 1.2 倍、当然 1 倍以上の当社の方針として

余裕を持って基本ケースに関しては、 

1:39:11 加重なり設定するという考え方でそのような設定をしておりました。ただ、ご指

摘の通り、それが今の資料上で明確に、 

1:39:21 はいきちんと方針としてお示しをできておりませんでしたので、しっかり 

1:39:28 方針として読み取りできるように明記するように配備直したいと思います申し

訳ありませんでした。以上です。 

1:39:35 規制庁植木です。設計地震力の設定に関しては、やはりいろいろ事業者によ

って考え方が違っていて、今までのＢＷＲのプラントでもかなりいろいろ、 

1:39:49 やり方が、 

1:39:50 ある、あるのでそこは 

1:39:54 中国電力としては基本ケース 1.2 倍っていうのはもう当たり前のことだというふ

うに考えてるのかもしれないですけど、現に他のプラントはそうやってなくて、

基本ケースも 1 杯です。 

1:40:08 ていうところもありますし、ありますので、明確にしていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

1:40:16 あとですね、 

1:40:19 38 ページに、 

1:40:23 以降に建物危険性解析における解析モデルの設定の資料があるんですけ

ど。 
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1:40:29 ちょっとまず確認は 

1:40:34 目次で 38 ページの目次 2.2、2 項 2 の地震応答解析モデルからの変更と、妥

当性確認っていうのがありますけど。 

1:40:45 ここに関しては、 

1:40:48 設置許可段階のまとめ資料から、 

1:40:54 特にす数値とかは等いうのは、変更。 

1:40:59 全く変更ないということでよろしいでしょうか。 

1:41:15 はい。中国電力のキクマサです。はい、ご認識の通り 

1:41:19 まとめ資料から変更はございません。以上です。 

1:41:23 規制庁池ですわかりました。阿藤。 

1:41:27 深野比較っていうか、それも設置許可段階でやった。 

1:41:33 地震動、 

1:41:37 どういうに対する応答結果っていう、 

1:41:42 ことではもうここれは、今回工認でも、値は変わってないっていうことでよろし

い。設置許可段階から、あと、 

1:41:53 正しい、正しいというか最終的な地震動を使って検討していたっていうことでよ

ろしいんですか。 

1:42:04 中国電力、ミヨカワです。ご認識の通り変更ございません。以上です。 

1:42:10 規制庁植木です。はい、わかりました。 

1:42:14 あと、参考の鉛直方向自社事解析モデルに関してなんですけど、ちょっとここ

の部分は、 

1:42:25 ちょっと設置許可段階。 

1:42:28 ノーやつのか。 

1:42:30 との比較みたいのをちょっとやってなくて、これは設置許可の時も、同じ検討し

ていたってことでよろしいんでしょうか。 

1:42:59 中国電力ミヨカワです。ご質問いただいた 3 ポツの鉛直方向地震応答解析モ

デルの検討につきましては、今回工認時で追加したのは、 

1:43:10 旧各部の影響検討部分については追加いたしましたが、それらについては、

設置許可段階から変更しておりません。以上です。 

1:43:19 規制庁植木ですはい、わかりました。 

1:43:23 私からは以上です。 

1:43:39 規制庁ウタガワですけども、山浦さん。 

1:43:43 何かあれば、 

1:43:45 お願いします。 

1:43:49 はい。規制庁の山浦です。 
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1:43:53 まず 1 番目の、 

1:43:56 最初の資料で、何回か質問があったところなんですが、34 ページの、 

1:44:03 解析ケースの、 

1:44:05 標準地盤の＋σで 10％20％って書いてるところの意味なんですけど。 

1:44:15 1σだったら、大体 15％ぐらいのところだと思うんですけど。 

1:44:20 これは、 

1:44:21 500 入ってるのは、 

1:44:23 地盤のうち一部は 10％、 

1:44:27 プラス 10％一部はプラス 20％の、 

1:44:31 その 1 セットの地盤条件ということでよろしいんでしょうか。 

1:44:46 中国電力ミヨカワです。ご認識の通りです。以上です。 

1:44:52 はい、了解いたしました。 

1:44:55 あと、後ろの補足説明の、 

1:45:01 なんですけれども、補足というか、補足説明資料の方なんですが、 

1:45:07 105、通しの 154 ページで、 

1:45:16 要は鉛直モデルを作るときに、 

1:45:20 円筒状の構造、鳥羽高野。 

1:45:24 な。 

1:45:27 重ねるような形で、 

1:45:30 ばね定数を算定したということでしょうか。 

1:45:43 中国電力ミヨカワです。申し訳ございません。質問の趣旨もう一度、付則いた

だいてもよろしいでしょうか。 

1:45:51 いや、車、実際は嗅覚形状で、上から 2 行目で、実際は 9 個、嗅覚形状であ

るものの、 

1:46:00 3.2 項にＳＩＭＳ円筒形構造の考え方を準用してばね定数を算定するというの

は、 

1:46:08 円筒がどんどんどんどん積みさん積み重なっているような形で、 

1:46:15 ばね定数を算定してるということでよろしいでしょうか。 

1:46:20 中国電力ミヨカワです。今回工認モデルの鉛直モデルについてはご認識の通

り円筒形構造でばねでモデル化しております。以上です。 

1:46:32 形の方は小さいところは小さくしてるということでよろしいでしょうか。 

1:46:41 中国電力ミヨカワです。ご認識の通りです。以上です。 

1:46:46 はい。 

1:46:47 それで今日、 

1:46:51 影響確認用の地震応答解析モデルというのが 154 以降にあるんですけども。 
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1:46:57 これを、 

1:47:00 理論式でばね定数を出してるんですけども。 

1:47:04 これ連続構造物Ⅱ、 

1:47:10 嗅覚の一部を取り出して計算するような形でやってるのかなと思うんですが。 

1:47:18 軸対称シェルでＦＥＭで計算すれば非常に簡単に出るんですけども。 

1:47:27 或いは熟対象者シェルで、上下方向の固有振動数を出してそれに合うような

形でバネを調整すれば、 

1:47:37 そちらの方がより正確だと思うんですが、 

1:47:42 この 

1:47:44 この理論計算と軸対称シェルで計算しとしたときの、 

1:47:50 ばね定数を、 

1:47:52 比較していただきたいんですけども、いかがでしょうか。 

1:48:13 中国電力のクラマスです。 

1:48:15 まず今回のこの旧各部の検討につきましては、公認の基本モデルに対する、

その旧各部形状を模擬した場合の影響の確認。 

1:48:27 という位置付けで行っているものでございますということと、あと、当社として

は、この資料にお示ししているような形で理論式、 

1:48:38 を用いて算定しておりますけども嗅覚も基本的にはこのような形状であれば理

論式で適切に算定できるであろうというふうに考えまして、 

1:48:48 本日お示しした資料では、理論式でばね定数を算定して影響を確認すると、い

うようなところで、対応させていただいたところです。 

1:48:57 以上です。 

1:49:00 それぞれの輪っかの所、上下とのバウンダリーコンディションとかそういうの

は、 

1:49:06 適切に評価されてないと思うんですよね。 

1:49:11 女川の時も最後のさ、最後でこれが出てきて、もうどうしようもならなかったん

ですけども。 

1:49:18 ちょっとその、 

1:49:21 そのはばっかりそれぞれ計算して、ばね定数を出すという、 

1:49:27 よりもう、 

1:49:30 負担が大きいんだったらこんなこと言わないんですけども塾対象者ｓｈａｌｌでポ

ンと計算すれば、 

1:49:36 非常に容易に出てくるんですがその、 

1:49:40 影響度合いがどのくらいかなとちょっと知りたいということがあります。 

1:49:46 というのは後ろの方に 
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1:49:48 例えば、 

1:49:51 例えば通しの 174 ページで 

1:49:59 0.005 ぐらいの周期で相当差があるんですけども。 

1:50:05 この付近の影響が、 

1:50:07 どんなものかっていうのをちょっと、 

1:50:11 確認したいんですが。 

1:50:14 清は今の工認モデルということで、もうそれで走っているんでしょうから、それ

はいいとしてその影響が、 

1:50:24 この影響を検討する。この影響の仕方が、 

1:50:29 ちょっと。 

1:50:32 これでいいのかなという。 

1:50:34 のがありますので、 

1:50:37 ちょっとばね定数だけでも算定していただけないかなと思うんですが。 

1:50:44 いかがでしょうか。 

1:50:47 中国電力田村です。はい。形状としては理論式でばね定数で出せていると思

っておりますけども。 

1:50:57 バウンダリーコンディションのところまでをちょっと考えてませんでしたので、そ

こにちょっと境界条件によって、 

1:51:08 理論式だけで適切に説明できるのか、できないのか、もうちょっと検討した上

で、できないのであればその影響検討が影響がどの程度あるかっていうこと

を、気運で検討すると。 

1:51:22 はい。今の影響検討の適切性についてご説明にできるように、ちょっとけ、検

討させていただいてお答えさせていただきたいと思います。以上です。 

1:51:34 はい了解いたしました。それで 

1:51:37 ちょっとこんなこと言うのは、例えば 160 ページに、 

1:51:42 こういう振動数の比較がありますけども、 

1:51:46 これよく合ってるということで、説明されてるんですけども。 

1:51:52 旧各部の影響は、 

1:51:55 二次、 

1:51:57 二次以降に出てきてい。 

1:52:00 一次固有振動数は全体の重量と使用分の合成歴もありますので、 

1:52:07 一次はそんなに動く動きようがないんですよね。それで、 

1:52:12 半期分は 2 時以降に出てくるので、その付近がちょっと、 

1:52:16 20 を検討された。 

1:52:20 のかどうかその形跡が見えないのでちょっとその金の方が、 
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1:52:25 ちょっと確認したいと、いうことでお願いいたしました。 

1:52:31 それから、 

1:52:34 これはコメントということじゃないんですけども、193 ページで、 

1:52:39 その影響評価をされてますが、 

1:52:44 要はＰＳＤのところで、融度が 1.6 人。 

1:52:51 これ、評価の仕方によってはちょっと厳しくなるかなという。 

1:52:56 心配があるのでちょっとお願いしてる次第です。 

1:53:01 私からは以上です。 

1:53:09 規制庁オオノです。 

1:53:11 ほかにコメントございますでしょうか。何というか、時間ですね。はい。 

1:53:18 すいません。ちょっと時間が迫ってきてますのでちょっと私もすいません他の

打ち合わせに出ていてちょっとコメント入れてないので、ちょっと残りは次回と

いうことでよろしいでしょうか。 

1:53:32 次回にしたいと思います。 

1:53:34 よろしいでしょうか。 

1:53:39 中部電力田村です。了解いたしました。 

1:53:42 はい。すいません。ではとりあえず本日のコメントについてコメントの大府リー

カーそっか。 

1:53:48 すいません。 

1:53:54 一つお待ちください。 

1:54:01 ではとりあえず、残り込めた次回にして本日のヒアリングはこれで終わりたいと

思いますが中国電力から何かございますでしょうか。 

1:54:15 中国電力田村です。当社から追加ございません。 

1:54:21 はい、ありがとうございます。では本日のヒアリングはこれで終わりたいと思い

ます。お疲れ様です。 

 


